
（別紙３）

～ 令和7年12月23日

（対象者数） 11 （回答者数） 7

～ 令和7年12月8日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用者によって利用時間が異なり、また、医療的ケアがある

場合は、活動の内容や時間に制限が生じることがあります

が、それぞれの利用者に最大限充実した時間が提供できるよ

う工夫を継続していきます。

2

複数のサービスや事業所を併用する利用者も多いため、必要

に応じて開催される支援会議に出席して情報を共有したり、

統一の必要がある支援内容について確認します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

感染症の流行状況や時期時節を鑑みて、ご利用を控えていた

だく期間を短縮するなど基準も少しづつ変化しています。

2

3

体調の急変に対して医師や看護師が速やかに対応できます。 体調把握については、登園時に聞き取りを行う他、医師による

体調確認を行っています。

お迎え時、その日の様子をお伝えしたり、ご家庭での様子をう

かがうこともあります。こうしたコミュニケーションが、利用

者の方の変化や成長、また、新たな希望や要望を把握する機会

にもなっています。

保育士の他、医師、看護師、訓練士が常在しているため、多角

的な評価を行い支援に反映できる他、専門的な助言ができま

す。

個別支援計画に沿った支援において疑問や課題が生じた場合に

その都度、速やかに検討の場を設定することができます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

感染拡大の防止については、東部島根医療福祉センター独自の

基準を設けています。これによりご利用を控えていただくこと

もありご不便をおかけする場合があります。

感染拡大の防止については、入所施設を有する病院内にある事

業所という位置づけから一般的な感染拡大防止の基準よりも慎

重な判断基準を設定しています。

令和7年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所いくま(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
令和7年12月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


